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Magnetic resonance voiding cystourethrography (MRVCUG): A















Magn Reson Imaging, 2007) 。
さらにMRVCUGがVURの直接療査になりうる可能性を評価するために、尿道カ




































齢分布は、 1歳未満の乳児13人(ll.2%) 、 1-3歳の幼児36人(3,1.0%) 、 3-7
歳の未就学児24人(20.7%) 、 7-18歳の学童36人(31%) 、 18歳以上の成人7
A(6%)であった。検査に鎮静を必要としたのは、 57例(4&1%)鎮静を必要とし
なかったのは、 59例(50.9%)であった。
1) MRVCUG (I-MRVCUG、 D-MRVCUG)とVCUGの直壊比較
D-MRVCUG:感度96.8%,特異度96.3%,一致度96.6%, kappa: 0.83 [95%信頼区
間(CD: 0.72, 0.94】、 I-MRVCUG :感度76.9%;特異度88.7%;一致度83.7%; kappa^













































2 ) D-MRVCUGはトはRVCUG、 VCUGと同等以上のVUR静断能を持つ。
3 )検査完遂率は76. 7%で、鎮静群で有意に低い。
4) 1-3歳の幼児は、不動化のため鎮静が必要だが、勝舵充満による尿意で覚醒するため、
他の年齢群に比べ有意に完遂率が低い。
MRVCUGと従来の方陰(VCuG、放射性核種勝耽造影、排尿時超音波検査、他施設からのMRI蚤
用いたVCUG)の利点と欠点を比戟検討し、以下の結論に達した:
D-MRVCUCは放射線被曝のない有用なvuR静断検査で、 1-3歳の幼児以外で尭遂可能である。
本論文は、小児泌尿器科蘭域における重要な検査の-づであるVCUGの非侵葬的方牡について
新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、
博士(医学)の学位論文に催するものと患められた。
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